
第二次東京都子供読書活動推進計画について〈概要版 第2部〉

○「指導の重点」として読書活動を明記（教育課程）
　・読書指導計画の策定
　・校内体制の整備
　・学校図書館の充実
○各学級での取組
　・授業における工夫
　・担任による状況把握
○児童、生徒一人一人に応じた取組
　・読書指南役を置く　(読書指南役を校長が指名し、校内運営組織に位置付ける）

　・読書意欲の低い子に向けて・・・読書への動機付けを重視した助言や指導

　・特別な支援を要する子・・・・・個々の状況に応じた読書指導

　・読書意欲の高い子・・・・・・・学校や地域の図書館を活用し、 意欲に応じてさらに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  読む本の幅を広げていけるような助言や指導

○乳幼児健診を利用した
　読み聞かせの実演

○図書館等での定期的な
　おはなし会の実施

○各家庭に
　おける読み聞
　かせの実施

小学校・中学校

（１）未読者率半減を目指した
　　　「子供読書活動推進計画」
　　　策定の推進

（２）区市町村における読書活動
　　　推進状況、児童･生徒の読書
　　　状況調査の実施

区市町村の取組推進(第2部 第1章 第1)
１　各学校において組織的な取組を徹底する

　　○読書指導計画の策定（各学級における授業内容の工夫を加える）

２　未読者を中心とした児童・生徒一人一人への取組を

　　新たに加える

３　区市町村・各学校に向けた事例・ﾉｳﾊｳ等の十分な情報提供を行う

４　乳幼児のいる家庭への啓発・支援を進める

５　計画内容にかかる取組状況を定期的に検証する

基 本 方 針(第1部 第2章)

各学校に対する施策
　・各校「指導の重点」として読書活動を明記
　　（教育課程）
　・読書指南役を養成
　・学校支援のためのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの募集、養成

乳幼児のいる家庭への啓発・支援
　・読み聞かせの意義を家庭へ啓発

　・親子で参加できる読書機会の提供

　　　→上記の事項を盛り込む。

○「指導の重点」として読書活動を明記
　　　　　　　　　　　　　（教育課程）
　・読書指導計画の策定
　・校内体制の整備
　・学校図書館の充実

○生徒の読書状況に応じた取組の実施
（読書状況の一例）
   ・読書意欲はあるが受験勉強等で多忙
　・部活動等で多忙、本を手に取らない
　・文字に抵抗がある。読書経験乏しい

○「指導の重点」として読書
　 活動を明記（教育課程）
　 ・読書指導計画の策定
　 ・校内体制の整備
 　 ・校内読書環境の充実
○個々の障害特性に応じた
　取組の実施
　・障害の特性、程度に応じた
　　本の提供
　・障害の特性に応じて工夫
　　された読書活動
　

都立高校 特別支援学校

公立図書館の充実
(都・区市町村)

(1)都立図書館による
　 区市町村立図書館
　 の乳幼児サービス
　 実施の支援

(2)乳幼児のいる家庭
　 への情報提供

※乳幼児期の教育
　 支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと
　 連携して実施

(第2部 第2章)

都立学校に対する施策(第2部 第1章 第2)

地域の読書活動の充実
(都・区市町村)

学校の読書活動を支える人材育成
(都・区市町村)

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等、地域の力を活かした
読書活動の推進(都・区市町村)

啓発・広報
(都・区市町村)

小･中学校への支援(第2部 第1章 第3)


